
ル イ ス ・キ ャロ ル の 世界(4)

聖職,演 劇,子 どもの写真

ルイス・キャロルといえば,『不思議の国の

アリス』,『鏡の国のアリス』の作者として知

られている。彼の作品には,二 つのアリス物

語の他にも『シルヴィーとブルーノー』の正 ・

続篇,詩 集 『ファンタズマゴリア』,またキ ャ

ロル らしいユニークなノンセ ンス詩 として,

『鏡の国のアリス』に出てくる怪獣退治の物語

詩 「ジャバウォッキー」や正体不明のスナー

クを探 しに航海 した一行の物語 『スナーク狩

り』がある。この 『スナーク狩 り』は,最 後

の一行か ら,織 り出された,意 味不明の物語

詩。1874年,ギ ルフォー ドのチェスナッツに

戻ってきたキャロルは結核のためそこで療養

していた従弟のチャーリー ・ウィルコックス

を夜通 し看病の末,散 歩にでた。丘を歩いて

いるときに,ふ と意味 もなく浮かんで きたこ

とば,「そのスナークはブージャムだったの

だからね」をキャロルはメモをして長いこと

あたためておいた。意味をなさないが,そ れ

でいてなにか意味有 り気 なもの,ノ ンセンス

詩はまさにそれである。8人 の登場人物はみ

なBの 文字では じまる職業な り,動 物である,

ということか らして雑多のことがわかる。 し

かも彼等のすることなすことの描写ときたら,

まさに詩のための語呂合わせででき上がって

いるわけだから,そ こへ如何なる分析 を試み

ようと,作 者 自体が,意 味はないと言い,解

釈は勝手気ままである。

作品とは言えないが,モ ー トン ・コーエン

が1979年 に編纂 した'『ルイス ・キャロルの手

紙集』には,も う一つのキャロルの魅力が秘

められている。とりわけ,子 どもたちに出し

笠 井 勝 子

た手紙には,キ ャロルの遊び心が詰まってい

る。その遊び心は,こ どもの頃に家庭の中で

育まれていた。キャロルの父は後に息子が同

じ道 をた どるオクスフォ`.ド のクライス ト・

チャーチ出身で,ダ ブル ・ファース トを達成

した秀才であった。特別研究生の身分 を捨て

て結婚 し,農 村の教区牧師となり11人 のこど

もを持った。恵まれた研究環境を離れた彼 は,

貧 しい教会禄 を補 うために生徒の読み書 きを

みなければならなかった。その教室には牧師

館1階 の一番 よい部屋が当てられていた。こ

の ような境遇の中で,家 族が愚痴 をこぼす ど

ころか,感 謝 と喜びの生活 を送れるとすれば,

彼等の想像力がものをいうことになる(も ち

ろん,そ れを信仰の力,と いうこともできる

が)。3番 目に生 まれた長男のキャロルとして

は,家 族の助 けになれること,と いえば弟妹

をは じめ家族全員を楽 しくさせ ることである。

手軽で,み んなが楽 しめる,そ れが少年キャ

ロルにとってことば遊びへの入 り口であった。

それが,家 族雑誌へ,人 形芝居へ,と 成長 し

ていった。当時,最 新 の交通手段を取 り入れ

た汽車 ごっこを工夫 し広いクロフ トの牧師館

の庭 で遊んだときに,キ ャロルが考え出した

ルールは,遊 びのルールというよりも,.ル ー

ルその ものの奇妙 きてれつさで,エ ンタテイ

ナーの才能を発揮 させ,多 いに皆 を笑わせた

のにちがいない。「どうして」,「何故」を問 う

ことよりも,み なはただ,涙 が出るほど笑い

転げる,そ れが少年キャロルであり,そ の家

族であった。批評家の如何なる分析 も,笑 い

転げることを経験できない人の手によるもの
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は,キ ャロルの真髄 をとりこぼすことになる

だろう。

ルイス ・キャロルが,今 から百年前の1898

年に英国のギルフォー ドで亡 くなったという

ことは,広 く知 られている。さらに,彼 の本

名はチャ乱ルズ ・ラ トウイッジ ・ドジスンとい

い(英 国では,ド ドウスンと呼んでいる),大

学に入学 して以来,オ クスフォー ドのクライ

ス ト・チャーチ学寮を生活 と仕事の根城 とし

ていた,,と いうこともよく知られている。i数

学を学び,滅 多にはでない,と いわれる優等

第1級 を二科 目でとるダブル ・ファース トを

達成した。そめ優秀さで,学 部生のときか ら,

すでに生涯大学に残ることがで きる特別研究

生め資格 をもらっている。修士号を取得す る

以前か ら,学 寮内では修士待遇で,教 員スタ

ッフに名 を連ね,数 学を教え,授 業の工夫 を

した教材作 りをした。数学研究の上で,彼 に

とって不幸だったことは,「本当に優i秀な学生

が数学 をやろうというのなら,ケ ンブリッジ

へ行 くように薦める」 という恩師バーソロミ

ュ ・プライスのことばのとうり,当 時のオク

スフォー ドでは良い数学の仲間に恵まれなか

ったことである。数学の研究は余 り振るわず,

キャロルが受け持つ学生たちは好 きではない

数学 をやっていたわけだから,数 学その もの

を教 えるということにおいては,な かなかの

苦労があった。再三呼びだ して も,決 めた日

時に現われない学生を日記の中で嘆いている。

キャロルが席をおいたオクスフォー ドのク

ライス ト・チャーチ学寮は,他 の学寮と同様,

その始ま りにおいて修道院 ・教会 との関わ り

が深 く;特 にクライス ト ・チャーチは大聖堂

を擁 して学寮長は聖堂参事会の長を兼ねてい

る。特別研究生の資格で,二 つの階にまたが

る幾部屋 もの住 まいと年間のささやかではあ

るが生活費,そ れに,し てもしなくてもいい

自由な研究を保証された代わりに,聖 職の資

格を取得 し,独 身を義務づけられていたのも,

こ う した 大 学 の創 立 が 宗 教 の基 盤 の上 に あ っ

た こ との 表 わ れ で あ る。

聖 職 資格 の種 類 と階 級 は,つ ぎ の よ う な も

の で あ る。

資格 試 験 は2種 類 あ り,最 初 の試 験 に合 格

して得 られ る の は,holyordersfordeacon

で,reverendの 呼 称 を 得 る。 キ ャ ロ ル が 取

得 した の は,こ れ で あ っ た 。このdeaconの 次

に彼 が,そ の 資 格 を取 るべ きか を 迷 い,友 人

の ヘ ン リー ・パ リー ・リ ドンや オ クス フ ォ ー

ドの司 教,ウ イ ルバ ー フ ォ ー ス に も相 談 の 結

果,こ れ を取 り止 め た と い う試 験:は,英 国 国

教 会 の 中 で 次 の 階級 に進 む た め の もの で あ る 。

そ の 階 級 と は,順 次,vicar,rector,rural

deacon,archdeacon,canon,bishop,arch-

bishop.こ れ らの 職 は,教 区 を担 当 し,教 区

民 の 司 牧 にi携わ る 。 そ れ に 対 し て,deacon

の 場 合 は,キ ャ ロ ル が そ う で あ っ た よ う に,

担 当 す る教 区,教 会 が あ る わ け で は ない 。 た

だ,自 発 的 な奉 仕 と して,依 頼 を され れ ば 日

曜 日 に教 会 の 礼 拝,説 教 を手 伝 う こ とが で き

る 。 ま た,手 伝 わ な くと も,そ れ が 義 務 で は

な い 。

ADeaconmaytakeservices,give

sermons,baptize,andmarrycouples.Itis

usuallyonlyatemporaryposition,most

goontobeordainedapriests'.

す な わ ち,英 国 国 教 会 の執 事 職 に あ る もの は,

礼 拝 を お こ な う こ と,説 教 を お こ な う こ と,

洗 礼 を授 け る こ と,結 婚 を司 る こ とが で きる 。

通 常 は,次 の 司 祭 職 に進 む まで の一 時 的 な 身

分 で あ る。

キ ャ ロ ル は 最 初 の試 験 を カズ デ ンで 受 験 し

て(1861年9月),合 格 した 年 は 大 い に 張 り

切 って,日 曜 日 に な る と,オ ク ス フ ォー ド郊

外 にあ る友 人 の 教 会 へ 手 伝 い に 出 か け て い る

し,必 要 な ら ば,定 期 的 に手 伝 い をす る こ と

が で き る,と オ ク ス フ ォ ー ドの教 会 に 申 し出

を して い る 。 そ の 返 事 の 中 に,礼 拝 で は,牧
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師 は詠 唱 を 唱 え る の で は な く,歌 う こ と,と

い う条 件 が 入 っ て い た た め に,こ れ は 断 わ っ

た 。

このdeaconとvicarの 問 に は,curateと い

う立場 の 人 が お り,副 牧 師 に相 当す る 。 そ れ

も,2番 目 の試 験 を受 け て 資格 を取 得 す る 。

2度 目の 聖 職 資 格 を取 得 す る こ とに対 す る

迷 い に つ い て は,い くつ か 理 由 が 挙 げ られ る 。

そ の一 つ に,彼 の 芝 居 好 きが あ った 。 そ の 当

時 の 教 会 で は,劇 場 へ 出入 りす る こ とは好 ま

し くな い こ と と され て い た。1844年 に 出版 さ

れ た ヘ ン リー ・ウオー ド ・ビー チ ャー の 『若 き

人 々へ 向 け る7つ の 説 教 』(SevenLectures

亡oYoungMenby且enryWardBeecher)に,

そ の 理 由 を見 る こ とが で き る。 これ は1843年

か ら44年 に か け て 日 曜 日 の 夕 べ の 礼 拝 で ビ

ー チ ャー が 若 い 人 々 に 向 け て お こ な っ た 一 連

の 説 教 で あ る。 清 教 徒 的思 想 に基 づ い て,ビ

ー チ ャ ー牧 師 は つ ぎの よ うな 悪 魔 の罠 に 陥 ら

な い よ うに ジ と警 告 をす る。

Thesepitfallswerethefamiliaronesof

orthodoxrevivalistfervor:idleness,

intemperance,luxuriousliving,

prostitution,stealing,cheating,scoffingat

religion,horseracing,gambling,attending

thetheaterandthecircus,andreading

immoral(especiallyFrench)novels.The

onlysafetyagainstsuchtemptationsl炸

inChristianfaith,fortifiedbyindustry,

sobriety,thrift,andpiety.

す な わ ち,盗 み や 詐 欺,そ して宗 教 を嘲 弄 す

る こ と,競 馬,ギ ャ ン ブル,に 続 い て 劇 場 へ

行 く,サ ー カ ス を観 に行 くこ と,が 槍 玉 に挙

が る 。

キ ャ ロル は こ の 点 につ い て,高 教 会 派 の 父,

ドジ ス ン氏 と相 入 れ な か っ た で あ ろ う し,同

僚 で2才 年 長 の神 学 者 で高 名 な説 教 師,共 に

ロ シ アへ2か 月 の旅 を した ヘ ンリー ・パ リー ・

リ ド ン と も見 解 を異 に した 。 キ ャ ロ ル に と っ

て,演 劇 とは,そ れが健全な ものであれば人

の心 を高揚させ,純 粋な喜びを与えるもので

あった。芝居の中にそのような喜びを見い出

したのは,弟 妹のために自ら夢中になつて人

形劇を作成 していた時期から,そ のまま続い

ている。

英国国教会の牧師の家に生 まれ,キ リス ト

教の信仰 を柱 とした家庭で育ったキャロルの

生涯を通 して彼が持ち続けた信仰は,1高 教会

派に属する牧師の父 とはやや異なっていた。

彼のリベラルな信仰は,ア リスを読むこども

たちへ向けて書いた 『復活祭を祝 う手紙』の

中にみることができる。

こんな風 に考えてみて ください,今 読

んでいるお 手紙 は,あ なたが会 った こ

とのあるほん とうにいる友 だちか らの

ほん ものの手紙だ,と い う風 に。ち ょ

うど今あなたへ,わ た しが心か ら復活

祭 のお祝 いを言っているそのとお りの

ことが,あ なたの友 だちの声で,聞 こ

えて.くる と,そ う思 ってみ て くだ さ

い。_._.わ た しは,神 さまが,私 たち

の 日常 を二つに分 けるようにというお

つ も りだとは,と ても信 じられないの

です。つ ま り,日 曜 日には真面 目な顔

をし,他 の 日には神 さまの ことを口に

出すことは筋違い,と 神 さまが考 えて

お られ る,と は思え ません。 あなたは

どう思い ますか。神 さまは跪いている

ひ とだけに 目をとめ られるので しょう

か,祈 りのことばだけをお聞きになる

のでしょうか。 日の光の中で子羊が飛

び跳ねるのをご覧 になるのはお好 きで

はない,と 思いますか?こ どもたちが

乾 し草の中 を転 げなが ら上げる楽 しい

声 を,お 聞 きになるのは好 きではない,

と思いますか?こ どもたちの無邪気 な

笑い声は神 ざまのお耳 に快 いに決まっ

ています。荘厳な歌が厳かな大聖堂の
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ほの暗い蝋燭 の明 りの中か ら高 く上っ

てい くのに耳を傾け られるの と同じよ

うに,神 様はわたしたちの無邪気 な喜

びを受け入れて下 さると思います。__

1876年 の復活祭を前に,『鏡の国のアリス』

の中に一枚別刷 りで挟み込 まれた形のこの手

紙の中にキャロルの宗教観の一旦が,よ く言

い表 されている。彼は,こ どもの中にある純

粋 さ,目 に見 えない ものをそのまま素直に受

け入れることので きる心,を 愛 した。これ よ

り先,』1869年 には,ず っと短い 『クリスマス

のお手紙』を,妖 精シルヴィーが子 どもに宛

た形で詩に書いている。

優iしいあなたへ。 もし妖精が/ふ ざけ

遊びといたず らを/ほ んのひととき休

む とした ら/そ れは楽 しいクリスマス

の 日

やさしいこども,い としい子/子 ども

の声が告げている/昔 々クリスマスの

日/天 か ら知 らせがあ りました,

めぐっで くるよクリスマス/子 どもら

ふたたび思い出す/喜 ぶ声が鳴 り渡

る/「 地に平和あれ 人には善意」

初めの3節 は,現 在,キ ャロルが生 まれた

ダーズベリにある教 区教会のステ ンドグラス

の一部 に,掲 げ られている。続 く第4節 で,

よい子にとっては,1年 中が楽しいクリスマ

スである,と 続ける。

天の使いが 宿 るのは/こ どものまま

の 心でしょ・う/喜 びおどる こども

らに/一 年中が ク リスマス,

こどもは,単 にお となになる準備段階の粗

雑な器であ り,大 人をモデルとした形づけを

す るもの,と いうのが,ヴ ィク トリア朝の一一

般的な子 ども観であった。「子 どもは見て可

愛 く,お とな しく,も のを言わ ない」一

Childrenaretobelookedat,nottobe

heard一 のを,良しとす る時代にあって,キ

ャロルは,こ どもをそれ 自体で完結 したもの,

と考えた。汚れないこどもは神 に近い,純 粋

な存在,と する彼の考えを抜 きにしては,キ

ヤロルと子 どもとの関わりに対する正しい理

解 はない。

そこまで子 どもの存在 を高めてみることは,

この時代 にあってユニークである。 しか し,

既にモー トン ・コーエ ンが著書 『ルイス ・キ

ャロル伝』で詳述 しているように,キ ャロル

の このような子ども観は,ひ とり彼だけのも

のではない。彼が好んで読んだ詩人たちの中

で も,ウ ィリアム ・ブレイク,コ ールリッジ,

ワーズワースは,そ の詩の中で,汚 れない子

どもの魂を歌っている。

ルイス ・キャロルと子どもとの出合いは先

に書いたとお り,11人 の きょうだいの中で

始 まった。上に姉が二人いて,彼 は3番 目に

生 まれた長男である。下には弟が3人,妹 が

5人 い た。 ジ ョン ・パ ドニー のLewis

CarrollandHisWarld『 アリスのいる風景』

の訳者石毛雅章氏は,そ の訳者あとが きの中

で,き ょうだいの中のキャロルについて,先

ず,き ょうだいについてその名前と生年,没

年 を挙 げた後,次 の よ うに指摘 してい る。

「この兄弟姉妹のリス トを眺めてみるとう彼

が4歳 になるまではまわりに男子がひとりも

いなか った ことがわか る。そこにい たのは,

8歳,6歳,3歳 の3人 の少女たちだけだっ

た。やがて数 は11人 に増 えた ものの,や は

り圧倒的に女性が多い。この少年少女たちの

ために,チ ャールズ(キ ャロル〉は一生懸命

お話 しをしたりゲームをかんがえたりしてい

た。 したがって,後 年少女たちを相手 にやっ

てみせたことは,実 はクロフトの牧師館で少
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年時代にしていたことと全 く同じこと」だっ

た。そしてもう一つ,こ のきょうだいのリス

トか らわか ってくることは,「 矢継 ぎ早やに

子 どもができると,一 人の子が母親を占有で

きる期間はご く短い ものにならざるをえない。

チャールズの場合す ぐ下の妹キャロラインが

翌年生 まれているので,一 年足 らずで母親の

膝を追われてしまったことになる。」そ して,

母の膝元は幼児にとってほとんどの望みが実

現するところ。そのことによって,幼 児は自

分 を全能者 と思い込む。母の膝を追われた幼

児チャールズは 「全能の自分こそ本当の自分

の姿 だ と思 い」,そ の自分への熱い思いが,

周囲を支配せねばやまない気持ちへ駆 り立て

る,と して,子 ども時代に遊んだ複雑 な規則

の鉄道 ごっこや,後 の写真術への没頭,そ し

て写真 を止めた頃に始まる論理ゲームを同 じ

観点から説明 した。訳者の解説する 「全能感

への執着」という観点は,非 常によく言い表

されていることば,で はある。たとえば,画

家ガー トルー ド・トムスンとの関係について

いえば,キ ャロルは,ち ょうど,父 親のよう

に,命 令的な態度で接 していた。ただ し,そ

れだけでは,言 い足 りないものがある。その

ことを訳者は,「 学問上,創 作の上で,ま た

社会的に認められていることが,彼 に精神的

なゆとりを与えて,そ の行動 を社会的規範の

中にとどめていた大 きな理由」,と みている。

これは,キ ャロルを分析する上での大方の指

摘 であろう。「分析」すなわち,肉 を落 とし

骨格をわか りやす く提示するもので,そ れに

よって一般化 し,他 との共通項 を見 い出す努

力で もある。分析の過程で,捨 てられた部分

の中に,実 はスープのエッセ ンスが入ってい

る。骨格は,見 通 しは良いが,旨 みはどこに

も残 ってはいない。

キャロルがか りに全能の態度を取 りたがっ

た としても,そ れは,自 己の満足 というより

先に,相 手にとってもっとも良い,と 思 うこ

とのために苦心をした。その結果が自分の満

足でもあった。勿論,誰 にとって何がよいか,

は主観の問題である。 トムスンは,キ ャロル

のそうした命令的なロ調や態度を嫌がるより,

むしろ,こ どもたちがそうするように,楽 し

んでいた。

モー トン ・コーエ ン編纂のルイス ・キャロ

ルの思い出を収録 した 『ルイス ・キ ャロル

インタヴューと回想録』の中に入っているガ

ー トルー ド・トムス ンの書いた思い出には次

の記述がある。

ルイス ・キャロルは優iれたアマチュアの写

真家であるばか りか,熱 心 にこどもをスケ

ッチ しま した。時 には,何 も着 てい ない

(dressinginnothing)場 合 もありました。

キャロルはあるとき,ノ エル ・ベイ トン卿

のこどもの話を聞かせてくれました。それ

によれば,ペ イ トン卿のこどもたちはみな

たいそ う綺麗で,卿 がキングズリーの 『水

のこども』のための素敵なi挿絵 を2枚 描い

たとき,そ のモデルは卿のこどもたちでし

た。妖精が水の中を漂っている場面で は,

一番前に出ていたのが
,卿 の幼いお嬢さん

だったのです。それに気付いた一家の友人

が,「 あ ら,あ れはあなたね!」 とい うと,

子どもは 厂そ うよ,わ たしよ1い つ もあん

な服(nothing)で いるの じゃないけれ ど

ね。」

キャロルが話 したかったのは,そ の天真爛

漫のほほえましさである。着衣のない写真 を

撮る,あ るいは絵を描 く,と いうことは芸術

家の世界のことであって,そ の絵な り写真な

りに対す る評価 はここではで きない。 ただ,

ルイス ・キャロルについて,そ のような写真

なり,絵 なりを撮 ったり描いた りすることに

対する好 ましくない批判があることは事実で

ある。それに対する答にはならないが,次 の

ことは,述 べておこう。ガー トルー ド・トム

スンは先の記述の続 きで,こ う書いている。
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「キャロルは手紙で こう言 って きました。

もしもエデイが,ほ んのわずかで も,挿 絵

のためのモデルにためらいを見せることが

あった ら,.・やめて欲 しい。説得 しよう,と

か,そ んなことは絶対にしないように。 も

しも,彼 女にそのような気持ちが起 きた ら,

その子の同意を得ようと説得にかかること

は,神 の目には犯罪となろう。」、

キ ャ ロ ル は,そ れ をcrimeと,言 っ た 。

重すべ きものです。 この世にもっとも美し

い子 どもがいて,そ の子 を絵 に描'くとか,

写真に撮ろうとした場合 に,ど んなにわず

かでも,尸簡単に納得 させられるようなささ

やかなたじろぎでもある場合には,私 は即

座に止めることが,神 の前に厳粛に自分の

果たす務めであると,思 います。

こ う した ル イス ・キ ャ ロ ル に つ い て は,あ ま

り知 られ て い な い。

ル イ ス ・キ ャ ロ ル の手 元 に残 っ た こ ど も の 写

真 で"dressinginnothing"は,本 人 の こ

と を配 慮 して,・キ ャ ロ ル 自身 の 手 で,或 い は

遺 言 で指 示 され た通 り薬 品 に よ っ て 処 理 され,

す べ て 処 分 さ れ た 。 現 在 わ か っ て い る の は,

ア メ リ カの フ ィ ラ デ ル フ ィ ア に あ る ロ ー ゼ ン

バ ック ・ミュ ー ジ ア ム に残 っ て い る4点 だ け

で あ る 。・そ れ は,ハ ッチ 家 並 び に ヘ ンダ ー ス

ン家 が所 有 した もの で,写 真 が 世 に 出 た の は

キ ャ ロ ル の せ い で は な い 。 「で き上 が っ た 写

真 は,居 間 に掛 け て お け る,、人 に見 せ て 美 し

い もの 」 で あ る こ と,そ れ が彼 の 信 条 で あ っ

た。 ハ ッチ 家 で もヘ ン ダ ー ス ン家 で も,こ れ

を処 分 す る こ とは 考 え なか っ た の だ 。

モ ー トン.コ ー エ ン は1978年 の 著 書,『 こ

ど も の 写 真 家,ル イ ス ・キ ャ ロ ル 』 の 中 で,

キ ャ ロ ル が ガ ー トル ー ド ・トム ス ンに 宛 た も

う一 通 の手 紙 を 引 用 して い る 。

Note

1)InformationfromDr.SelwynGoodacreon

theordersofChurchofEngland.
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イーデイス ・ボール(ト ムス ンのモデル)

についてのあなたの手紙 を読んで,ぜ ひ書

いてお きたいことがあ ります。 もしも,彼

女が少 しでも慎みか何かのために後込みす

るようなことが起 きたら,ど うか,私 の本

の挿絵のために彼女をnudeで 描 くことは,

絶対にしないで ください。そ うした場合の

こどもの本能は,も っとも大切 にして,尊

一40一


	001@@研究紀要41@093
	002@@研究紀要41@092
	003@@研究紀要41@091
	004@@研究紀要41@090
	005@@研究紀要41@089
	006@@研究紀要41@088

